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鶴川地区協議会からのお知らせ！

〒195-0062 東京都町田市大蔵町1981-4   鶴川市民ｾﾝﾀｰ内
電話 070-5466-6542   FAX  050-3085-6517

鶴川地区協議会

http://tsurukyou.com     
machida@tsurukyou.com
https://www.facebook.com/
鶴川地区協議会-508012406031330/

鶴川地区協議会

〒195-0062
町田市大蔵町1981-4   鶴川市民ｾﾝﾀｰ内
☎ 070-5466-6542   FAX  050-3085-6517

【開催場所/日時】  鶴川市民センター1F 地域活動室
 毎月 第3火曜日 10：00～12：00 ※入場無料/予約不要

映像鑑賞会

◆ 第65回  １２月１９日（火） ・・・①180分を90分づつ2回に分け鑑賞
テーマ：『あなたは、いま幸せですか？』をテーマに全国各地のショート

 ドキュメンタリーを見てみよう！ ～後編～
※色々なジャンルから人々の暮らし15作品を見ます。 約90分

◆ 第64回  １１月２１日（火） ・・・①180分を90分づつ2回に分け鑑賞
テーマ：『あなたは、いま幸せですか？』をテーマに全国各地のショート

 ドキュメンタリーを見てみよう！ ～前編～
※色々なジャンルから人々の暮らし15作品を見ます。 約90分

◎ 鶴川地区協 【映像鑑賞勉強会】 10月・11月・１2月 のお知らせ！

能ヶ谷・三輪町・三輪緑山・広袴町・広袴・真光寺町・真光寺・鶴川・小野路町・野津田町・金井・金井ヶ丘・金井町・大蔵町・薬師台

鶴川地区協議会
ＬＩＮＥ＠アカウントのご紹介！

イベントやお得な情報を
お届けしています！

公式アカウント検索画面
から 「鶴川地区協議会」
で 検索して下さい！

町田署管内 被害状況

被害件数 計 88件
 被害総額  約 3億8249万円
・オレオレ詐欺 41件
・カード手渡し型詐欺    15件
・架空料金請求詐欺   9件
・還付金詐欺  16件
・融資保証詐欺  3件
・金融商品詐欺  4件

※令和5年9月20日時点

◎ 鶴川地区 町田市個別避難計画説明会が開催されました！

管内の特殊詐欺被害は、多くの市民
の方が被害を受け、オレオレ詐欺が
急増しています！

※令和5年1月1日からの累計です

◆ 第63回  １０月１７日（火） ・・・①50分  ②10分  ③10分  ④ 10分  ⑤25分
テーマ：自然と人の営みが共存する里山について知ろう！

※町田には里山があちこちにあります。身近な里山について、どんな
ところなのか、生物多様性は人はどのように利用して来たかを知り、
これからどのように保全していくかについて考えましょう。

8月22日(火)鶴川市民センターにて町田市地域福祉部福祉総務課主催の説明会が鶴川地区の医療・看護・介護・
福祉等の事業者を対象に開催され、以下の内容が披露されました。
また、町田市では2024年度にモデル地区として「鶴川地区」を対象に個別避難計画の作成(約100人予定)を開始
する予定で、その後全市的な実施につなげることを目的としています。

①災害対策基本法の改正等、事業の背景
②避難行動要支援者名簿とは
③個別避難計画とは
④個別避難計画の活用イメージ
⑤個別避難計画の作成対象者
⑥町田市の取り組みスケジュール
⑦モデル地区での計画作成の意義

◆ 町田市における個別避難計画の取り組み

①町田市個別避難計画・様式(第1版)の紹介
②個別避難計画作成のパターンと流れ
③委託方法や委託費について

◆ 個別避難計画の作成方法



法務の専門家が個室でご相談にのります。相続や
財産管理、遺言、その他トラブルなどの相談に応
じています！

タイトル 少女たちのお手紙文化

時  間 ①10:30～11:30  ②13:30～14:30

内 容

明治期から昭和初期にかけて、盛んに出版

された手紙の用例文集、文通によるコミュ

ニケーションの場を提供した少女雑誌など

を通して、少女たちが中心となって担って

きたお手紙文化を振り返ります。また、当

時の少女たちが蒐集していた絵封筒などお

手紙道具をご紹介します。

講  師
町田市民文学館

谷口 朋子 学芸員 本松 碧 学芸員

タイトル わくわくひろば

時   間 10：30 ～12：00、13：00～ 15：00

定  員 11人を超えた場合は交代制

内 容
おもちゃで遊びながらおしゃべりが楽しめま

す。紙芝居・絵本・手遊びなども行います。

問合せ先 鶴川地域子育て相談センター 042-734-3699    
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鶴川地域イベントのご案内毎月第３水曜日は  鶴川みんなの交友拠点！
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まなびのひろば

ボランティアのひろば

鶴川のボランティア募集や、ボランティアができ
る人の情報がいっぱい。お気軽にお越し下さい。

折り紙教室・手芸教室

◆ 日時：令和５年１２月２０日（水） 10：00 ～ 15：00

入

場

無

料３ 水 ス マ イ ル ラ ウ ン ジ

「折り紙教室」(午前)、 「手芸教室」(午後)を行
ないます。

くらしのひろば

囲碁・将棋コーナー

囲碁と将棋ができるコーナーを用意しました。
お気軽にお仲間とお楽しみください。

暮らしの中で気付いたことや不安なども、気軽に
ご相談ください。 LINEでも相談受付けます！

さんすい

◆ 会場：和光大学ポプリホール鶴川 交流スペース他

無料法務相談

※予約制です 当日６名様まで 1人40分

場所：印刷個室

◎ 小野路街づくりの会 小野路宿里山交流館館長   山崎 凱史 さん

◎ 三輪の里地里山・森づくりボランティアに参加しませんか・・・！

スマホ教室

あらゆるどんな質問にもお答えします
時間 10時～14時

おやこのひろば 場所：プレイルーム

予約制のものは、あらかじめ予約申込みが必要です！
⇒ 鶴川地区協議会事務局： ☎ 070-5466-6542

環境省により「三輪町の森」として三輪の里山が取上げられています。
※環境省では、さまざまな命を育む豊かな里地里山を、次世代に残していくべき自然環境の一つであると位置

づけ、「生物多様性保全上重要な里地里山（略称「重要里地里山」）」(500箇所)を選定しています。
     https://www.env.go.jp/nature/satoyama/13_tokyo/no13-6.html

場所：３F多目的室

※12：00～13：00休憩となります 町田市の二大緑地の一つである三輪緑地を中心に、三輪の里山は二つのボランティアグループ『三輪里山クラ
ブ』と『三輪みどりの会』によって守られています。それぞれの会を以下に紹介します。皆さまの参加により
持続可能な里山を守っていきましょう！   ※連絡先：鶴川地区協議会 つるかわ里山ﾁｰﾑ  小川 ☎ 070-5466-6542

町田市公園緑地課の要請で2001年に発足しました。
三輪緑地内の「二本松下」と「杣ｹ谷（ｿﾏｶﾞﾔﾄ）」、
こどもの国と鶴見川クリーンセンターに隣接した
「南谷（ﾐﾅﾐﾔﾄ）」の３ｹ所の市有地を中心に、周辺の
田畑を含む里山の保全活動を行っています。活動は毎
週土日で雑木林の下草刈りや田畑の再生を行い、植物
観察会の開催、竹の子掘りや年末の餅つきには一般の
方をお誘いし、多くの子ども達にも楽しんで頂いてい
ます。地域との関わりでは、三輪センター文化祭でし
め縄等の販売、三輪小学校の里山活動への協力、フー
ドバンクへの新米寄付等、地域と良好な関係を継続し
ています。里山保全活動へ興味のある方は大歓迎です。
見学できます！ (活動日：毎週 土曜・日曜)

三輪緑地の一角をお預かりしているNPO 樹木・環境
ネットワーク協会の森づくりボランティアグループで、
1998年に活動を開始し、明るい森づくりに取り組んで
来ました。放置するとすぐに薮化するため、日ごろか
ら常緑樹の間伐、ササ等の除伐、道造り、台風被害木
の除去など。秋冬には三輪小学校のふるさと教育に参
加し里山体験授業のお手伝いをしています。季節には
ニリンソウ、キンラン、イチヤクソウなど希少植物も
多く、美しい野草の宝庫です。メンバーは首都圏各地
から集まり、平均年齢は65を越えました。要員不足に
頭を抱えています。近隣の皆様の参加により、持続可
能な里山管理体制を目指します。未経験者大歓迎です。
見学できます！(活動日：第1木曜・第2日曜・第4土曜)

【三輪みどりの会】【三輪里山クラブ】

小野路宿里山交流館館長の山崎凱史です。青少年健全育成鶴川第一地区委員会監事も長く勤めさ
せて頂いております。小野路宿里山交流館は令和5年9月29日に開館10周年を迎えました。
鶴川地区、小野路町という、里山の文化や自然を伝承する場であり、地域住民と訪れてくださる
方との交流促進の場、地元農産品の地産地消を推進する場として活動して参りました。
里山の自然は人の暮らしと自然が調和して生み出されます。町田市北部に位置するこの地域は、
都心からほど近いのに、多くの植物や昆虫、動物たちの息遣いが聞こえる希少な丘陵地帯です。
私たち地元住民は、この里山という独特な環境を守り保存する為に、次の世代を育てる方法も
模索しております。若い方々と共に、一緒に手を携えて行動できる様なチームを作っていきたいと考えており
ます。ベテランの方から昔ながらの生活や文化を受け継ぐことはもちろん、若い方の新しい発見や工夫、発想
を凝らしたものを取り入れる工夫も、とても重要だと考えております。それには今より多くの方々の知恵とご
協力が必要になります。出来る事、小さな行動からでも、よろしくお願い致します。
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